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(57)【要約】
　本発明は、装置（２００）に関し、この装置は、装置
に向けられた物理的現象又は化学的現象から発生しかつ
装置に向けられた物理的現象又は化学的現象の発生を表
示する表示を提供するために、装置に向けられた物理的
現象又は化学的現象に対して反応するように構成された
、装置のマイクロチャネル（２１０）における第１の物
質（２２０）を有する。本発明は、装置によって行われ
る方法、及び装置を有するデバイスにも関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、該装置に向けられた物理的現象又は化学的現象から発生する表示であっ
てかつ装置に向けられた物理的現象又は化学的現象の発生を表示する表示を提供するため
の、装置に向けられた物理的現象又は化学的現象に対して反応するように構成された、装
置のマイクロチャネルにおける第１の物質を有することを特徴とする、装置。
【請求項２】
　前記装置が、視覚的表示、嗅覚的表示又は熱表示によって表示を提供するように構成さ
れている、請求項１記載の装置。
【請求項３】
　マイクロチャネルにおける第１の物質は、装置に向けられた物理的現象又は化学的現象
により、マイクロチャネルにおける第２の物質と相互作用するように構成されている、請
求項１又は２記載の装置。
【請求項４】
　マイクロチャネルにおける第１の物質は、装置に向けられた物理的現象又は化学的現象
により、状態を１つの状態から別の状態へ変化させるように構成されている、請求項１か
ら３までのいずれか１項記載の装置。
【請求項５】
　マイクロチャネルにおける第１の物質が、第２の物質と第３の物質とを互いに分離させ
るように構成された隔壁である、請求項１から４までのいずれか１項記載の装置。
【請求項６】
　マイクロチャネルにおける第１の物質又は第３の物質が、装置に向けられた物理的現象
又は化学的現象により、マイクロチャネルに沿って流れるように構成されている、請求項
１から５までのいずれか１項記載の装置。
【請求項７】
　マイクロチャネルを流れる第１の物質又は第３の物質が、第２の物質又はその他の物質
と反応するように構成されており、これにより、第１の物質、第３の物質、第２の物質又
はその他の物質における色変化を生ぜしめ、装置に向けられた物理的現象又は化学的現象
を表示する、請求項１から６までのいずれか１項記載の装置。
【請求項８】
　装置に向けられた物理的現象又は化学的現象から発生する表示であってかつ装置に向け
られた物理的現象又は化学的現象の発生を表示する表示を提供するための装置のマイクロ
チャネルにおける第１の物質によって、装置に向けられた物理的現象又は化学的現象に反
応することを特徴とする、方法。
【請求項９】
　視覚的表示、嗅覚的表示又は熱表示によって表示を提供する、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　装置に向けられた物理的現象又は化学的現象により、マイクロチャネルにおける第１の
物質がマイクロチャネルにおける第２の物質と相互作用する、請求項８又は９記載の方法
。
【請求項１１】
　装置に向けられた物理的現象又は化学的現象により、マイクロチャネルにおける第１の
物質が状態を１つの状態から別の状態へ変化させる、請求項８から１０までのいずれか１
項記載の方法。
【請求項１２】
　マイクロチャネルにおける第１の物質が、第２の物質と第３の物質とを互いに分離させ
る隔壁である、請求項８から１１までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１３】
　装置に向けられた物理的現象又は化学的現象により、マイクロチャネルにおける第１の
物質又は第３の物質がマイクロチャネルに沿って流れる、請求項８から１２までのいずれ
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か１項記載の方法。
【請求項１４】
　マイクロチャネルにおいて流れる第１の物質又は第３の物質が、マイクロチャネルにお
ける第２の物質又はその他の物質と反応し、これにより、第１の物質、第３の物質、第２
の物質又はその他の物質における色変化を生ぜしめ、装置に向けられた物理的現象又は化
学的現象を表示する、請求項８から１３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１５】
　請求項１から７までの装置を有することを特徴とする、デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、装置に向けられた物理的現象又は化学的現象を表示するための装置に関する
。本発明は、装置に向けられた物理的現象又は化学的現象を表示するための方法にも関す
る。さらに、本発明は、装置に向けられた物理的現象又は化学的現象を表示するための装
置を有するデバイスに関する。
【０００２】
　発明の背景
　パッケージの安全はより重要になっている。なぜならば、製品の偽造は数十億のビジネ
スであり、ブランドオーナーは毎年偽造品によって多額の金を失っている。例えば、米国
だけでも１２億を超えるデジタル・バーサタイル・ディスク（ＤＶＤ）が毎年販売されて
いる。パッケージにおいて最も一般的な安全手段はホログラムであるが、これは比較的偽
造されやすい。ホログラムのための典型的な用途分野は、例えば、触れた証拠、ブランド
保護、及び認証である。
【０００３】
　製品自体の安全も腐敗可能な物品の場合には重要である。特に、これは、薬品、食品、
食品添加物、化粧品、化学物質、又はその他のこのような製品の安全性のために重要であ
り、欧州連合指針は、製造者が製品使用期限、つまりいつ腐敗可能な製品の有効寿命が終
了するかを、製品パッケージに示すことを要求している。腐敗可能な製品は実際、あるし
きい値よりも高い／低い有害刺激に曝され、この場合、刺激は、機械的、放射性又はその
他の環境的現象を含む物理的又は化学的現象によって生ぜしめられ、製品は、算出された
期限の前に劣化又は損傷する。例えば、製品のコールドチェーンマネジメントは、製品を
利用可能であるかどうかを示すために、サプライチェーンを通じて有害刺激への暴露の実
際のリアルタイム検出を必要とする。
【０００４】
　食品及び医療パッケージ用途のための表面センサインジケータは、１９７０年～１９８
０年代以来、市場に存在する。公知の時間及び時間・温度インジケータは、化学反応メカ
ニズム、拡散メカニズム、及び毛細管現象により駆動される流体吸引メカニズムによって
作動し、例えば流体又はゲルが吸引体（ウィック）に染み渡ることが、時間の経過又は熱
暴露を示す。微小構造基板のチャネルを材料が流過することにより機能する公知の時間及
び時間・温度インジケータも存在する。
【０００５】
　液体ベースの時間インジケータは、製品安全性及び品質を監視するために使用される。
製品に貼付されるラベルは、液体染料を含んでおり、この液体染料は、作動させられると
、適切な速度でラベルを伝播する。インジケータは、スタートボタンを圧搾することによ
って作動させられ、この圧搾が液体を多孔質の膜と直接に接触させ、この膜に液体が拡散
する。ラベルは、様々な時間に合わせて製造することができる。しかしながら、液体ベー
スの時間インジケータは、時間だけを監視し、粗悪品を直接に監視しない。
【０００６】
　時間・温度インジケータは、化学反応、拡散、又は毛細管現象により駆動される流体吸
引機構によって作動してよい。時間・温度インジケータを有するラベルは、温度変化、及
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び基準温度を超える温度への製品の暴露時間に反応する。時間・温度インジケータにおい
て、２つの反応物が希釈されて、２つの隣接するベッドに配置されており、このベッドで
は２つの溶液は固定されている。（溶液を凍結させる）基準温度よりも高いと、溶液を固
定する構造が損傷され、（溶液を溶解させる）適切な時間の間、所定の温度に曝され、溶
液はもはや固定されず、混ざり合うことができ、反応を生ぜしめ、この反応を見ることが
できる。しかしながら、時間・温度インジケータは、貯蔵条件のみにおいて温度及び時間
の変化に反応する。
【０００７】
　前記欠点は、既存のインジケータの使用可能性を著しく制限していた。
【０００８】
　概要
　したがって、本発明の課題は、上記欠点を解消し、装置に向けられた物理的又は化学的
現象を実際に示す装置を提供することである。
【０００９】
　発明の１つの課題は、請求項１の装置、請求項８の方法、及び請求項１５のデバイスを
提供することによって達成される。
【００１０】
　本発明の一実施形態は、請求項１による装置に関する。
【００１１】
　加えて、本発明の一実施形態は、請求項８による方法に関する。
【００１２】
　さらに、本発明の一実施形態は、請求項１５によるデバイスに関する。
【００１３】
　他の実施形態は従属請求項に規定されている。
【００１４】
　発明の一実施形態によれば、装置は、表示を提供するために、装置に向けられた物理的
現象及び／又は化学的現象に対して反応するように構成された装置のマイクロチャネルに
おける第１の物質を有しており、前記表示は、装置に向けられた物理的現象及び／又は化
学的現象から発生し、すなわち検出される前記物理的現象及び／又は化学的現象が、適切
な形式で作動するように装置を"活性化"し、かつ前記表示は、装置に向けられた物理的現
象及び／又は化学的現象の発生を表示する（暴露の表示）。装置に向けられた物理的現象
及び／又は化学的現象は、少なくとも１つの物理的又は化学的現象を含むが、２つ以上の
類似の現象又は別個の現象の組み合わせ、又は現象組合せの中の他の現象とは異なる少な
くとも１つの現象を含む現象の組み合わせを含むこともできる。
【００１５】
　"物質"という用語は、特定の品質を有するあらゆる流体、固体、多孔質又はゼラチン質
材料をいう。流体は、湿度を含む、液体、ガス、又はあらゆる流動性物質、例えば、水、
アルコール及び／又は有機溶剤である。さらに、装置のマイクロチャネルにおける固体材
料は、隔壁、柱、マイクロチャネルの壁部、又は還元エレメントのような、マイクロチャ
ネルの構造部分を含むことができる。
【００１６】
　"マイクロチャネル"という用語は、１ｍｍ未満の少なくとも１つの寸法を有するチャネ
ルをいう。このようなマイクロチャネルは、例えば、深さが例えば数ダースのマイクロメ
ートルで、幅が例えば数ダースのマイクロメートルからセンチメートルまでの、マイクロ
チャネルである。マイクロチャネルにおいて、表面張力及び毛管力が重力の代わりに支配
し、マイクロチャネルにおけるほとんど全ての流れは層流であるが、流体の混合を抑制す
る。マイクロチャネルは、例えば、プラスチック、熱プラスチック、シリコン、ガラス、
紙、厚紙、木材、金属及び／又はあらゆる繊維質材料に形成することができる。
【００１７】
　"物理的現象"という用語は、例えば、温度、時間、圧力、衝撃、導電率、磁気運動量及
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び／又は傾斜に関する条件の変化をいう。
【００１８】
　"化学的現象"という用語は、例えば、装置が、あるガス及び／又は液体、ｐＨ変化、濃
度、及び／又は分析物に曝される条件をいう。"化学的現象"とは、例えば、色、結晶構造
（容積膨張／収縮）、香気の変化を生じる、還元、酸化、異性化、メタセシス反応をいう
こともできる。
【００１９】
　"表示"という用語は、感覚又は適切な装置によって決定することができる表示をいう。
表示は、例えば、視覚的表示、嗅覚表示、熱表示の少なくとも１つを含むことができる。
【００２０】
　発明の一実施形態によれば、方法は、装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現
象から発生しかつ装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象の発生を表示する表
示を提供するために、装置のマイクロチャネルにおける第１の物質によって、装置に向け
られた物理的現象及び／又は化学的現象に反応することを含む。
【００２１】
　発明の一実施形態によれば、デバイスは、装置に向けられた物理的現象及び／又は化学
的現象から発生しかつ装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象の発生を表示す
る表示を提供するために、装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象に反応する
ように構成された装置のマイクロチャネルにおいて第１の物質を有する装置を含む。
【００２２】
　発明の実施形態による装置は、新規の一般的でかつ可変性の解決手段を提供することに
よって製品及び／又はパッケージを監視するための容易かつ信頼できる方法を提供し、こ
の方法は、液体ベースの時間インジケータ及び時間・温度インジケータの制限に関して生
じていた多くの要求を満たす。
【００２３】
　加えて、発明の実施形態による装置は、物理的又は化学的現象に曝されることにより、
装置に向けられた様々な刺激に対する信頼できるリアルタイムの応答を可能にする。別の
利点は、有害な刺激の存在を有効に表示するために使用することができる、視覚、嗅覚及
び／又は熱による応答である。
【００２４】
　また、発明の実施形態による装置は、様々な形式のインジケータを開発するための機会
を提供し、その感度は、機械的、化学的及び／又は流体的な組合せによって調節可能であ
る。
【００２５】
　さらに、発明の実施形態による装置は、製品偽造を防止するための容易かつ信頼できる
手段、ブランド促進目的における利用可能性、及び低い製造コストを提供する。この単純
かつ費用対効果の高い製造プロセスは、大量生産のための適性及び消費者パッケージへの
適用性を提供する。
【００２６】
　"含む"という動詞は、本明細書において、引用されていない特徴の存在を排除又は要求
しない開放的な限定として用いられている。
【００２７】
　本明細書で用いられる場合、単数の記載、及び"少なくとも１つの"という記載は、１つ
又は２つ以上と定義され、"複数の"という用語は、２つ又は２つ以上と定義される。
【００２８】
　"別の"という用語は、本明細書で用いられる場合、少なくとも１つの第２のもの又は第
３以上のものと定義される。
【００２９】
　"又は"という用語は、概して、内容が明らかにそうでないことを指図しない限りは"及
び／又は"を含む意味において用いられる。
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【００３０】
　上記で定義された動詞及び用語について、請求項又はこの記載／明細書の他の箇所に異
なる定義が与えられない限り、これらの定義が適用される。
【００３１】
　最後に、従属請求項に引用された特徴は、そうでないことが明確に述べられない限り、
相互に自由に組み合わせ可能である。
【００３２】
　次に、発明の好適な実施形態を添付の図面を参照しながら説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】発明の好適な実施形態による方法の典型的なフローチャートである。
【図２】発明の好適な実施形態による装置の典型的な図である。
【図３】発明の好適な実施形態による装置のマイクロチャネルの典型的な図である。
【図４】発明の好適な実施形態による装置のマイクロチャネルの別の典型的な図である。
【図５】マイクロチャネル構造における隔壁が使用された、発明の好適な実施形態による
装置のマイクロチャネルの典型的な図である。
【図６】マイクロチャネル構造における隔壁が使用された、発明の好適な実施形態による
装置のマイクロチャネルの別の典型的な図である。
【図７】バーコードに関連して使用された、発明の好適な実施形態による装置の典型的な
図である。
【図８】ピルシートに関連して使用された、発明の好適な実施形態による装置の典型的な
図である。
【００３４】
　詳細な説明
　図１は、発明の実施形態による方法１００を説明するフローチャートを示しており、こ
の方法は、発明の実施形態によれば、検出及び表示装置、例えばマイクロ流体インジケー
タによって行われる。
【００３５】
　発明の実施形態による装置は、装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象に対
して反応するように構成された少なくとも第１の物質を有する。第１の物質は、装置のマ
イクロチャネル及び／又はマイクロチャネルの一部に存在し、その機能は、装置に向けら
れた物理的現象及び／又は化学的現象の暴露から発生する、表示、例えば視覚的表示を提
供する。（視覚的）表示は、外部観察者、例えば提供された（視覚的）表示を検出するこ
とができる人間又は装置に、装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象の発生を
表示する。
【００３６】
　ステップ１１０における方法の開始の間に、装置、すなわちマイクロ流体インジケータ
は、製品、例えばＤＶＤ又はソフトウェアパックの表面に取り付けられるか、適切な形式
によって製品、例えばバーコード、ロゴ、又はプライスタグに直接に製造される。流体イ
ンジケータは、物理的又は化学的現象に曝され、マイクロ流体インジケータに向かう、作
用している又は作用させられた物理的及び／又は化学的現象を検出及び表示するようにな
っている。表示は、マイクロチャネルの一部のみを充填する物質、すなわち静止流体によ
って提供する。表示領域を形成するマイクロチャネルの他の部分は、例えば、普通の空気
圧における空気又はマイクロ流体インジケータが"触れてはならない"場合には加圧された
空気を含んでいる。
【００３７】
　次に、ステップ１２０において、製品の表面又は製品内のマイクロ流体インジケータは
、物理的現象に曝され、例えば、マイクロ流体インジケータのマイクロチャネルを部分的
に破壊するか又はマイクロチャネルの構造に穴を開口させる外部衝撃を受ける。
【００３８】
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　ステップ１３０において、マイクロ流体インジケータ又はその一部は、マイクロチャネ
ルを部分的に破壊したか又はマイクロチャネル構造に穴を開口させた衝撃により反応し、
マイクロチャネル内の流体がマイクロチャネルに沿って、破壊された部分又は開放された
穴を通って表示領域に向かって移動する。
【００３９】
　次いで、ステップ１４０において、流動する流体は表示領域におけるマイクロチャネル
を満たし、これにより、製品（マイクロ流体インジケータ）が妨害されたかどうかをチェ
ックする人は、流体が表示領域のマイクロチャネルを満たしたことを即座に目で認識し、
これに基づき、この人は、誰か又は何かが製品に触れたという結論を下すことができる。
ステップ１３０と１４０との間の遅れは、マイクロ流体インジケータ及び現象のタイプに
依存し、幾つかの場合、現象及び表示が異なる時に生じるかどうかを評価することは困難
である。
【００４０】
　マイクロ流体インジケータが、マイクロ流体インジケータに向けられた新たな物理的及
び／又は化学的現象を依然として示すことができるならば、ステップ１５０においてステ
ップ１２０へ戻ることができる。
【００４１】
　さもなければ、表示方法はステップ１６０において終了する。
【００４２】
　その結果、発明の実施形態によれば、前記装置によって行われる検出及び表示方法は、
装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象から発生しかつ装置に向けられた物理
的現象及び／又は化学的現象の発生を表示する表示を提供するために、装置のマイクロチ
ャネルにおける第１の物質及び／又はマイクロチャネルの一部である第１の物質によって
、装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象に対して反応するステップを含む。
【００４３】
　さらに、発明の実施形態によれば、デバイス、例えばパック、パッキング、機器、バー
コード、ロゴ、タグ又はプライスタグは、装置のマイクロチャネルにおける第１の物質及
び／又はマイクロチャネルの一部である第１の物質を有する検出及び表示装置を含む。第
１の物質は、装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象から発生する表示であっ
てかつ装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象の発生を表示する表示を提供す
るために、装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象に対して反応するように構
成されている。
【００４４】
　前記検出及び表示方法を行う印刷されたインジケータ２００は、単に、例えば熱プラス
チックにおいてロール対ロール高温エンボス加工されかつ可視流体２２０で充填されたマ
イクロチャネル２１０を有するステッカ形式インジケータ２００であることができる。マ
イクロ流体インジケータにおける流れ制御は、例えば、差圧、疎水性／親水性、膨張ゲル
及び／又は状態変化によって提供することができる。インジケータ２００は、インジケー
タ２００が手を付けていない状態の場合にいかなる可視流体２２０をも有さない表示領域
２３０をも含む。
【００４５】
　インジケータ２００は、物理的又は化学的現象によるマイクロ流体構造における表示液
体（又はゼラチン質材料）の制御に基づき、最も単純な構造は、図面による"触れた証拠"
デバイスであり、この場合、マイクロチャネル２１０内の液体２２０は静止しているが、
マイクロチャネル２１０が破壊されるか又は穴（図示せず）がマイクロチャネル２１０に
提供された場合、液体２２０は毛細管現象によって移動することができ、これにより、人
間は、チャネルが"壊れた"ことを見ることができる。例えばマイクロチャネル２１０を含
んでよい複数のオプション及び組合せが存在し、毛細管現象を、感熱性ポリマによって、
電界感応性ポリマを用いて行うことができる（例えばポリマは現象の上方の固体及び液体
を変形させる、等）。概して、インジケータ２００は、多数の異なるスマートポリマ（物
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理的応答）及びマイクロ流体組合せを含んでいてよく、付加的に、視覚的観察を、印刷さ
れたインジケータ材料又はその他の反応性材料（図示せず）が配置されているマイクロチ
ャネルの領域に到達する流体２２０との化学的反応によって確認することができ、これに
基づき、流体２２０が印刷された材料と反応したときに、反応は流体の色の変化を提供す
る。
【００４６】
　とにかく、インジケータ２００は、パッケージ２４０から製品を取り出すために開封し
なければならないエッジ２５０を部分的にカバーするように、販売中の製品を含んだパッ
ケージ２４０に付着させられる。誰かが、何がパッケージ２３０の中にあるのかを見るた
めにパッケージ２４０を開封すると、その人は同様にマイクロチャネル２１０を破壊し、
これに基づき、マイクロチャネル２１０内の見える流体２２０が表示領域２３０へ伝播し
、図２ｂに示したように見える三角形を生ぜしめる。これにより、見える三角形を目で認
識し、マイクロチャネルの破壊を目で検出することが不可能であっても、パッケージ２４
０が開放されたという結論に至ることができる。さらに、インジケータ２００は、シャッ
タが開放されたか否かを表示する、デバイスの開放／閉鎖シャッタであることもできる。
【００４７】
　さらに、表示領域２３０は、到来する（見える）流体２２０と反応する物質を含むこと
ができ、これにより、その物質と流体２２０との化学反応結果を鼻でかぐことができる。
第２に、表示領域２３０は、流体と反応した時に熱を発生する材料を含むことができ、こ
れに基づき、観察者は、暗い中でも、指によって破壊を検出することができる。
【００４８】
　発明の一実施形態によれば、前記実施形態に開示された装置において、この装置は、目
又はバーコードリーダ又はコンピュータスキャナのような適切な装置によって観察するこ
とができる視覚的表示、鼻又は適切なガスセンサによって検出することができる嗅覚表示
、及び接触又はインジケータの（表面）温度を検出するために適応された適切な装置、例
えばサーモグラフカメラ又は赤外放射高温計によって観察される熱表示のうちの少なくと
も１つによって表示を提供するように構成されている。
【００４９】
　これに対応して、発明の一実施形態によれば、前の実施形態に開示された方法において
、この方法は、視覚的表示、嗅覚表示及び熱表示のうちの少なくとも１つによって表示を
提供するステップを含む。
【００５０】
　また、発明の一実施形態によれば、前の実施形態に開示された装置は、視覚的表示、嗅
覚表示及び熱表示のうちの少なくとも１つによって表示を提供するように構成されている
。
【００５１】
　図３ａ及び図３ｂは、向けられた現象の表示を提供するための一例を示しており、この
場合、インジケータは、前の図面による表示物質として流体を利用する。
【００５２】
　図３ａは、"触れてはならない"インジケータ３００を示しており、このインジケータ３
００は、インジケータが曝される現象を表示するために準備されている。インジケータ３
００は、１ｍｍ未満の少なくとも１つの寸法、例えば幅、長さ又は深さを有するマイクロ
チャネル３１０を有しており、マイクロチャネルの横断面は、例えば、正方形、矩形、Ｖ
字形、半平行四辺形、又は半円形であることができる。図面にはマイクロチャネル３１０
の一部のみが示されており、マイクロチャネルは、両方向に図面の外側へ続いており、そ
の外側では、マイクロチャネルは、例えばより小さなマイクロチャネルとして狭まってい
るか、より大きなチャネルとして拡大しているか、他のチャネル構造と接続しているか、
又は２つ以上のチャネル及び／又はマイクロチャネルに分岐していることができる。マイ
クロチャネル３１０は、部分的に着色された表示流体３２０と、部分的に例えば加圧され
た空気３３０によって充填されており、この加圧された空気３３０は、マイクロ流体イン
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ジケータ３００が現象に曝された後に表示流体３２０を受け取る表示領域３４０に注入さ
れている。
【００５３】
　表示領域３４０は、例えばロゴ又はその他のパターンの一部であることができ、現象が
インジケータ３００に加わり、マイクロチャネル３１０に穴を形成すると、図３ｂが示す
ように、着色された表示流体３２０が表示領域３４０及びパターンの他の部分へ移動する
。つまり、曝されたことを表示するための所望のパターンが、着色された表示流体３２０
により見えるようになる。表示物質３２０は、マイクロチャネル３１０に沿って移動する
ことができるあらゆる適切な流体であることができる。
【００５４】
　他方では、加圧された空気３３０は、表示流体３２０と、表示領域３４０においてさら
に前方に、例えばパターン部分に配置された別の流体又は固体材料との間の分離媒体とし
て作用することができ、曝された後に、表示流体３２０は、別の流体又は固体材料に到達
してこれと反応するためにパターン部分に向かって侵入し、これに基づき、視覚的表示は
、表示流体３２０と別の流体又は固体材料との化学的反応によるパターン形成及び変色を
含む。
【００５５】
　発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示された装置において、この
装置は、装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象により、マイクロチャネル内
の第２の物質、例えば普通の空気圧の空気又は加圧された空気、適切な液体、ゼラチン質
材料及び／又は固体材料と直接及び／又は間接に相互作用するように構成された、マイク
ロチャネルにおける第１の物質、例えば液体、ゼラチン質材料、ガス及び／又は固体材料
を有する。
【００５６】
　発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示された方法において、装置
に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象により、マイクロチャネルにおける第１の
物質はマイクロチャネルにおける第２の物質と相互作用する。
【００５７】
　発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示された装置は、装置に向け
られた物理的現象及び／又は化学的現象によりマイクロチャネル内の第２の物質と相互作
用するようにマイクロチャネル内の第１の物質を有する。
【００５８】
　図４ａは、１ｍｍ未満の少なくとも１つの寸法を有するマイクロチャネル４１０を有す
るマイクロ流体インジケータ４００の別の実施形態を示している。この場合も、図面は、
両方に図面の外側へ続いたマイクロチャネル４１０の小さな部分のみを含んでいる。
【００５９】
　いずれにしても、この特定の図面において、マイクロチャネル４１０は、部分的には感
温性固体材料のような表示物質４２０で、また部分的には例えば加圧された空気４３０で
満たされており、この空気は、マイクロ流体インジケータ４００が現象に曝された後に表
示物質４２０が伝播することになっている表示領域４４０に注入されている。加圧された
空気４３０で満たされた表示領域４４０はパターンの一部であることができる。表示物質
４２０は、温度変化に反応するあらゆる適切な材料であることができる。例えば、周囲温
度が所定のしきい値温度を超えると、固体材料は、マイクロチャネル４１０に沿って移動
することができる流体に変化する。
【００６０】
　インジケータ４００に向かう現象を形成する、マイクロインジケータの近接周囲の温度
の上昇に起因して、表示物質４２０として作用するマイクロチャネル４１０内の固体材料
が流体に変化する。現象に曝された後、表示流体４２０は表示領域４４０に流入し、これ
に基づき、流体４２０が視覚的に検出可能になったときに、この視覚的表示を検出するこ
とができる人間又は装置は、流体４２０が表示領域４４０に挿入したこと、そして温度が
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しきい値温度を超えたことを認識する。当然のことながら、物質４２０は、温度が別の温
度限界を超えるとその色をも変化させるこのような材料であることができる。このように
、輸送中の食品、化粧品又は薬剤製品のコールドチェーンのブレークダウン（破壊）を観
察することができる。
【００６１】
　さらに、図４ｃは、半円形のマイクロチャネル４１０の中に固体表示材料４２０を実現
するための１つの形式を示しており、この場合、表示材料４２０は、マイクロチャネルの
内面に層を形成している。
【００６２】
　この場合、発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示された装置にお
いて、マイクロチャネルにおける第１の物質、例えば固体又はゼラチン質材料は、装置に
向けられた物理的現象及び／又は化学的現象により、その状態を１つの状態から別の状態
へ、例えば固体状態から液体状態へ、又は固体状態から気体状態へ変化するように構成さ
れている。
【００６３】
　発明の一実施形態によれば、前の実施形態のうちのいずれかに開示された方法において
、マイクロチャネル内の第１の物質は、装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現
象により状態を１つの状態から別の状態へ変化させる。
【００６４】
　発明の一実施形態において、前の実施形態のいずれかに開示されたデバイスにおいて、
装置は、装置に向けられた物理的現象及び／又は化学的現象により状態を１つの状態から
別の状態へ変化するように構成されたマイクロチャネルにおける第１の物質を有している
。
【００６５】
　図５ａ及び図５ｂは、本発明によるマイクロ流体インジケータにおける隔壁構造をどの
ように利用するかの一例を示している。
【００６６】
　図５ａには発明の一実施形態が開示されており、この場合、インジケータ５００は、こ
のインジケータ５００が曝される現象を表示するように構成されている。インジケータ５
００は、マイクロチャネル５１０を有しており、このマイクロチャネル５１０は、１つに
は、マイクロチャネル５１０と同じ材料から形成された隔壁５１５を有する。
【００６７】
　隔壁５１５は、インジケータ５００が触れてはならないときには、表示流体５２０が配
置された流体領域５２５と、空気５３０で満たされておりかつロゴパターンの一部である
ことができる表示領域５４０とにマイクロチャネル５１０を分割している。
【００６８】
　インジケータ５００に向かう物理的又は化学的現象は、図５ｂに示したように、マイク
ロチャネル５１０における隔壁の破壊をもたらす。物理的又は化学的現象に曝された後、
表示流体５２０は、破壊によって生じた穴５５０を通って表示領域５４０内へ流入し、こ
れに基づき、流体５２０が視覚的に検出可能になったときには、この視覚的表示を検出す
ることができる人間又は装置は、流体５２０が表示領域５４０に侵入したこと及び物理的
又は化学的現象への暴露が生じたことを認識する。
【００６９】
　第２に、隔壁５１５は、触れてはならないマイクロチャネル５１０を、第１の表示流体
５２０を含む第１の部分５２５と、第２の表示流体５３０を含みかつパターンの一部であ
ることができる第２の部分５４０とに分割することができる。
【００７０】
　物理的又は化学的現象に曝された後、第１の表示流体５２０は、隔壁５１５に破壊によ
って生じた穴５５０を通って第２の部分５４０に流入して第２の表示流体５３０と混ざり
合い、これに基づき、混合プロセスの間に、流体５２０，５３０の化学反応が、混合物に
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おける視覚的に検出可能な色の変化、人間の鼻又は適切な装置によって検出可能な香気、
又はマイクロチャネル構造（インジケータ）の表面における温度上昇又は低下のような熱
的現象を生ぜしめる。
【００７１】
　つまり、発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示された装置におい
て、マイクロチャネルにおける第１の物質は、第２の物質と第３の物質とを互いに分離す
るように構成された隔壁である。
【００７２】
　発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示された方法において、マイ
クロチャネルにおける第１の物質は、第２の物質と第３の物質とを互いに分離する隔壁で
ある。
【００７３】
　発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示されたデバイスは、マイク
ロチャネルにおける第１の物質が、第２の物質と第３の物質とを互いに分離するように構
成された隔壁であるような装置を有する。
【００７４】
　次に、図６には、マイクロ流体インジケータ６００が示されており、この場合、隔壁６
１５はマイクロチャネル６１０内に形成されており、例えば感温性材料であることができ
る固体材料６６０から成る。隔壁６１５は、図５ａの隔壁と同様に、マイクロチャネル６
１０を、第１の表示流体６２０を含んだ第１の部分と、第２の流体６３０を含みかつロゴ
パターンの一部であることができるか又はロゴパターンへの通路を形成することができる
第２の部分６４０とに分割している。
【００７５】
　マイクロ流体インジケータ６００の近接周囲における温度が所定の温度限界を超えると
、壁材料６６０はその状態を固体状態から液体状態へ変化させ、流体６２０，６３０が例
えば空気である場合、液体６６０のみが表示流体として作用し、図６ｂに示したようにロ
ゴパターンに向かって移動し始める。流体６２０も液体である場合、流体６２０は色の変
化を生ぜしめるために流体６６０と反応することができ、混合物はマイクロチャネル６１
０に沿ってロゴパターン領域に向かって伝播することができるか、又は互いに反応せずに
流体６６０と一緒にロゴパターン領域に流入することができる。
【００７６】
　第２に、温度変化がマイクロチャネル６１０から壁材料６６０全体を除去するのではな
く、壁材料６００に穴を生ぜしめ、これに基づき、この場合は例えば着色された液体であ
る流体６２０は、温度変化の発生に関する表示を提供するために、穴を通って第２のマイ
クロチャネル部分６４０内へロゴパターンに向かって流れることができる。
【００７７】
　発明の実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示された装置において、マイク
ロチャネルにおける第１の物質又は第３の物質は、装置に向けられた物理的現象及び／又
は化学的現象によりマイクロチャネルに沿って流れる、つまり例えば毛細管現象を生じる
ように構成されている。
【００７８】
　発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示された方法において、マイ
クロチャネルにおける第１の物質又は第３の物質は、装置に向けられた物理的現象及び／
又は化学的現象によりマイクロチャネルに沿って流れる。
【００７９】
　発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示されたデバイスは、装置を
有しており、この場合、マイクロチャネルにおける第１の物質又は第３の物質は、装置に
向けられた物理的現象及び／又は化学的現象によりマイクロチャネルに沿って流れるよう
に構成されている。
【００８０】
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　発明の一実施形態において、インジケータ６００は、ロゴパターン領域を有しており、
ロゴパターンを形成するチャネルは物質で被覆されている。温度が所定の温度限界を超え
、流体６２０が第２の領域６４０に到達することができるように壁材料が少なくとも部分
的にその状態を固体状態から液体状態に変化させた後、流体６２０，６６０又は６２０，
６３０，６６０は互いに反応する。流体６２０，６６０又は６２０，６３０，６６０の間
の化学反応は、新たな流体混合物を提供し、この新たな流体混合物は、マイクロチャネル
６１０に沿って、物質で被覆されたロゴパターン領域へ流れ、流体混合物がロゴパターン
領域に到達すると、流体混合物は物質と反応し、この反応は、色変化のようなさらなる表
示を提供し、この表示を観察者は目で又は適切な光学式読取り機によって検出することが
できる。
【００８１】
　発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示された装置において、マイ
クロチャネルにおいて流れる第１の物質及び／又は第３の物質は、マイクロチャネルにお
ける第２の物質及び／又はその他の物質と反応するように構成されており、これにより、
第１の物質、第３の物質、第２の物質及びその他の物質のうちの少なくとも１つにおける
色変化を生ぜしめ、装置に向けられた物理的現象及び化学的現象を表示する。
【００８２】
　発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示された方法において、マイ
クロチャネルにおける第１の物質及び／又は第３の物質は、マイクロチャネルにおける第
２の物質及び／又はその他の物質と反応し、これにより、第１の物質、第３の物質、第２
の物質及びその他の物質のうちの少なくとも１つにおける色変化を生ぜしめ、装置に向け
られた物理的現象及び／又は化学的現象を表示する。
【００８３】
　発明の一実施形態によれば、前の実施形態のいずれかに開示されたデバイスは、装置を
有しており、この場合、マイクロチャネルを流れる第１の物質及び／又は第３の物質は、
マイクロチャネルにおける第２の物質及び／又はその他の物質と反応するように構成され
ており、これにより、第１の物質、第３の物質、第２の物質及びその他の物質における色
変化を生ぜしめ、装置に向けられた物理的現象及び化学的現象を表示する。
【００８４】
　発明の一実施形態によるマイクロ流体インジケータは、バーコード又は二次元（２Ｄ）
コードのようなコードに関連して利用することができ、これに基づき、マイクロ流体イン
ジケータはコードと又はコード内に組み合わされている。インジケータは印刷によって形
成することができ、これにより、このようなインジケータの製造コストは低く、消費者パ
ッケージに容易に適用することができる。
【００８５】
　いずれにしても、コード又はコードの一部を形成するインジケータのマイクロチャネル
は、流体で満たされていて、インジケータ、すなわちマイクロチャネル内の流体が例えば
温度、時間、圧力、衝撃又は傾斜に反応した場合、流体はその色を変化させ、ひいてはコ
ードの内容又は外観を変化させる。バーコードの場合、色の変化はバーコードを破壊する
ことができ、これを読取り可能にするか、又はバーコードの内容を変化させることができ
、これに基づき、現象に対する暴露を適切なバーコードリーダによって観察することがで
きる。
【００８６】
　図７には、マイクロチャネルと可視液体とを有する発明の実施形態によるインジケータ
が、慣用の印刷されたバーコードの内容又は読取り可能性を調整（非作動化）するために
どのように使用されるかの単純な例を示している。マイクロチャネルは可視液体で満たさ
れており、外部現象に曝された後、バーコードは読取り不能に消去される。
【００８７】
　時間、温度及び湿度のような異なる現象を表示する複数のインジケータを１つのバーコ
ードに一体化することができ、１つのインジケータ、例えば温度インジケータが現象に曝
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ャナがバーコードを読み取ると、バーコードスキャナは、特定の現象が生じたことを表示
する。
【００８８】
　現象に対する反応が視覚的に表示される場合、発明の一実施形態によるマイクロ流体イ
ンジケータによって提供されるパッケージにおける視覚的効果を、さらに、例えばロゴ、
テキスト及びイメージの内容において利用することもできる（ロゴが表れる、ロゴの色が
変化する、イメージの一部が見えるようになる、テキストがその色を変化させるなど）。
【００８９】
　例えば、インジケータにおける着色された液体は、現象の暴露のため、例えば圧力（膜
ポンプ）により、マイクロチャネル内へ移動し、これにより、着色された液体はロゴチャ
ネルを満たし、ロゴが見えるようになる。他方では、現象は２つの物質の反応を生ぜしめ
ることができ、これに基づき、ロゴはその色を変化させる。これに加えて、これは、例え
ばマイクロチャネルにおける着色された液体を変化させる試薬をもたらすために圧力を使
用することによって、変化させることができる。また、圧力波、例えば音楽を適用するこ
とによって、マイクロチャネルにおける流体移動、例えば波を提供することができる。発
明の実施形態によるインジケータを実現するための選択肢は無制限であり、本明細書は幾
つかの可能な実施例を記載しているにすぎない。
【００９０】
　さらに、発明の実施形態によるインジケータは、図８に示したように時間ストリップに
関して利用することができる。ピルシートにおける各ピルは、時間の経過を示すように適
応されたマイクロチャネルを有する。したがって、ピルがピルシートから取り出されると
、取り出されたピルに関連するマイクロチャネルが開放し、"タイマー"におけるプロセス
を開始する。したがって、ユーザは、前のピルの取出しからの時間の経過及び医者の指示
又は医学的処方に容易に従うことができる。
【００９１】
　発明の実施形態によるインジケータは、少し例を挙げれば、傾斜インジケータ、衝撃セ
ンサ、圧力センサ、グリーティングカードにも適している。
【００９２】
　発明はここでは前記実施形態に関して説明され、発明の複数の利点が例示された。発明
は、これらの実施形態にされず、発明の概念及びかの請求項の思想及び範囲に含まれる全
ての可能な実施形態を含むことは明らかである。
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